
うさぎとかめ通信 上越市立高田幼稚園
（週刊：園長室だより）１０６周年
令和５年２月１６日 第１７４号 HPのQRコード→

「思い→体験→表現」は、幼児・児童・生徒に一貫する、遊び・学びの基本！

子どもの姿から 【ルーペを持った探偵が探索中】→

最近の遊びの様子を紹介します。
探偵遊びが始まりました。もも組は幼虫探しから宝石

探しに広がり、ついにはあらゆる物を見つける探偵とな
ることが決まりました。
焼きイモ屋さんは、「焼きイモ～」と呼びかけながら

販売しています。皮は茶色で中身は黄色、買うと紙袋に
入れてくれます。ただし、時価です。
アイスクリーム屋さんは、冷凍ケースを持って販売しています。チョコやイチゴな

ど味もいろいろです。ここは100円と定価があるため、安心です。

園庭・園舎から 【逸品のまつ組のこまです】→

10日(金)に、避難訓練をしました。「自分の命と心を
守る。そして、まわりの人の命と心を守る」ために、今
月も避難訓練に取り組みました。園庭や園舎の周りには
積雪がありました。それでも、すばやく安全な場所にみ
んなで避難できました。どんな時にもどんな場所でも、
自分自身を守りきれるように、幼稚園でもしっかりと子
どもたちの意識と技能を高めていきます。
13日(月)に、こままわし大会を開催しました。これまでたっぷり遊んできたこま。

この日は真剣な表情で予選、決勝と進みました。審査基準は、シンプルに長く回って
いること。各クラスごとに３位までが表彰台に上がり、金銀銅の紙メダルをもらいま

した。特別表彰では、全員が色とりどりの紙メダルを授与されました。

キーワード 【やっぱ雪の上は、そりだよね♪～】→

○つるし雛
つるし雛は、子どもの幸せを願って、様々な縁起の良

い小さな人形を作り、それらを全部つるした雛飾りです。
江戸時代に始まり、お母さんや家族、近所の人たちまで
が、生まれてきた赤ちゃんへの想いを込めてみんなで人
形を作って持ち寄ったそうです。そのため、赤ちゃんの
大事なお守りとしてとても大切にされました。たくさん
の人形の種類、それぞれに意味があります。例えば……。
「苺」 赤い色は厄除け。 「亀」 長寿や健康を願う。 「人参」滋養がある。

「朝顔」百薬の長。 「風車」風向きが順調。 「柿」 福をかきとる。

「草履」健脚健康。 「手鞠」円満に弾む。 「金魚」蓄財や華麗さ。

十日町市の道の駅クロステンには、ギネスブック登録の「世界最多の手作り詰め物
人形展示物」のつるし雛があります。全長10m、総重量350㎏、人形の数12,088個(ギ
ネス公式は11,655個)です。 (参考：つるしびな大百科、道の駅クロステンのサイト)


